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山崎　知巳氏経済産業省製造産業局化学課機能性化学品室長

　
化
学
の
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

無
限
に
広
が
り
を
み
せ
、
そ
れ
に
伴
っ

て
日
本
の
技
術
開
発
力
を
生
か
し
た
機

能
性
化
学
品
の
活
躍
の
場
も
広
が
る
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
化
な

ど
日
本
を
取
り
囲
む
環
境
は
変
化
し
続

け
て
い
る
。
そ
の
変
化
に
対
応
し
、
日

本
の
力
を
よ
り
強
め
て
い
く
た
め
の
方

策
を
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
化
学

課
機
能
性
化
学
品
室
長
の
山
崎
知
巳
氏

に
聞
い
た
。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

提案力で海外にも市場開拓

　
―
日
本
の
機
能
性
化
学
品
業

界
を
ど
う
見
ま
す
か
。

　
「
提
案
力
の
向
上
、
技
術
優

位
性
の
確
立
、
得
意
分
野
へ
の

集
中
と
い
う
三
つ
の
課
題
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
化
学
メ
ー
カ
ー

は
国
内
の
最
終
製
品
メ
ー
カ
ー

の
要
望
に
応
え
る
形
で
高
機
能

化
学
品
を
開
発
し
て
き
た
。
今

後
も
国
内
の
最
終
製
品
メ
ー
カ

ー
と
擦
り
合
わ
せ
て
い
く
の
が

理
想
だ
が
、
現
在
の
顧
客
は
米

国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
海
外

メ
ー
カ
ー
に
広
が
っ
て
お
り
、

化
学
メ
ー
カ
ー
自
ら
が
海
外
メ

ー
カ
ー
に
製
品
を
提
案
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
避
な
時
代
に
な

っ
て
い
る
。

イ
ン
テ
ル
入
っ

て
い
る

と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
あ
る

が
、
提
案
力
を
最
大
限
発
揮

し
、
気
が
付
い
た
ら
あ
ら
ゆ
る

製
品
の
原
材
料
に
日
本
メ
ー
カ

ー
の
化
学
製
品
が
使
わ
れ
て
い

る
時
代
が
来
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」

　
―
残
る
二
つ
の
課
題
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
研
究
開
発
で
世
界
の
最
先

端
を
行
き
、
技
術
流
出
を
防
ぐ

こ
と
で
技
術
優
位
性
を
長
期
間

確
保
で
き
る
こ
と
が
大
切
に
な

る
。
顧
客
企
業
の
海
外
進
出
で

開
発
拠
点
を
海
外
に
移
転
す
る

懸
念
も
あ
る
が
、
最
先
端
の
技

術
開
発
は
日
本
で
行
え
る
よ
う

支
援
す
る
。
機
能
性
化
学
品
業

界
は
、
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
複
数

社
が
ひ
し
め
い
て
い
る
構
造
が

あ
る
。
各
社
が
狭
い
市
場
で
消

耗
戦
を
行
い
体
力
を
失
う
よ
り

も
、
各
社
が
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス

他
社
が
ま
ね
で
き
な
い
核

と
な
る
能
力

を
存
分
に
発
揮

し
、
収
益
を
伸
ば
せ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
」

　
―
国
内
の
産
業
空
洞
化
を
防

ぐ
手
だ
て
と
し
て
有
効
な
方
策

は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
国
内
需
要
が
縮
小
し
て
い

る
以
上
、
海
外
市
場
を
開
拓
す

る
の
は
不
可
避
で
あ
り
不
可

欠
。
大
切
な
こ
と
は
化
学
メ
ー

カ
ー
が
海
外
で
得
た
資
金
を
国

内
拠
点
投
資
に
還
流
す
る
好
循

環
を
生
み
出
す
こ
と
だ
。
国
内

雇
用
を
確
保
す
る
と
同
時
に
代

替
が
効
か
な
い
素
材
・
部
品
分

野
の
国
内
立
地
環
境
を
改
善
す

べ
く
、
国
内
立
地
推
進
事
業
費

補
助
金
を
２
０
１
１
年
度
第
３

次
補
正
予
算
で
措
置
し
た
。
３

０
０
０
億
円
の
補
助
金
を
確
保

し
、
１
次
採
択
分
で
２
４
５
件

が
選
ば
れ
た
。
う
ち
、
４
分
の

１
が
化
学
メ
ー
カ
ー
だ
。
４
月

か
ら
２
次
募
集
が
始
ま
っ
た

が
、
補
助
金
に
よ
り
大
事
な
も

の
は
国
内
に
と
ど
め
る
企
業
が

増
え
る
よ
う
努
力
す
る
」

　
―
国
内
人
材
育
成
も
競
争
力

強
化
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
た
日
本
人
が
７
人
い
る
な

ど
、
日
本
の
化
学
産
業
の
学
術

水
準
は
国
際
的
に
見
て
高
い
。

こ
の
水
準
の
高
さ
を
生
か
し
、

日
本
は
高
機
能
化
学
品
の
用
途

開
発
で
競
争
力
を
持
っ
て
き

た
。
た
だ
、
化
学
業
界
と
大
学

が
求
め
る
人
材
像
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
の
も
事
実
。
こ
の
た
め

年
か
ら
日
本
化
学
工
業
協
会

と
協
力
し
、
産
学
官
一
体
と
な

っ
て
化
学
人
材
を
育
成
す
る
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
」

　
―
具
体
的
な
支
援
策
は
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
問
題
設
定
力
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
た
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
産
業
界
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
大
学
院
専
攻
を

産
業
界
に
選
定
し
て
も
ら
う
。

そ
の
上
で
、
当
該
専
攻
に
属
す

る
博
士
後
期
課
程
の
学
生
へ
の

奨
学
金
給
付
や
就
職
支
援
な
ど

も
行
い
、
日
本
の
化
学
産
業
を

支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
。
今

後
は
、
初
等
中
等
教
育
に
も
目

を
向
け
て
、
生
徒
が
化
学
に
興

味
を
持
つ
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
課
題
。
化
学
の
持
つ

無
限
の
可
能
性
を
発
現
さ
せ
る

人
材
の
輩
出
を
期
待
し
た
い
」

　
「
以
上
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
需
要
増
が
見
込
め
る
高
機

能
化
学
品
の
新
た
な
用
途
開
発

を
促
し
た
い
」

ファインケミカル
　
国
内
化
学
各
社
は
円
高
や
原
燃
料

コ
ス
ト
高
な
ど
７
重
苦
に
対
応
し

た
新
た
な
成
長
戦
略
を
進
め
て
い

る
。
国
内
需
要
が
低
迷
し
、
海
外
製

品
と
の
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
汎
用
化
学
品
は
生
産
効
率
化
へ

は
ん
よ
う

の
動
き
が
始
ま
っ
た
。
一
方
で
、
原

材
料
を
安
く
調
達
で
き
る
中
東
で
の

生
産
設
備
の
新
設
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
二
次
電
池

Ｌ
Ｉ
Ｂ

用
部
材
な

ど
、
ア
ジ
ア
市
場
拡
大
で
需
要
増
が

見
込
め
る
化
学
品
の
海
外
生
産
拡
大

が
相
次
い
で
い
る
。

国
内
効
率
化
エ
チ
レ
ン
相
互
融
通
も

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
三
菱
化
学
と
旭
化
成
ケ
ミ

カ
ル
ズ
の
エ
チ
レ
ン
設
備
統
合
準
備
が
始
ま
っ
た

サウジアラビアでは第１期設備がフル
稼働（ペトロ・ラービグの設備）

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月２７日 金曜日 　　

　
石
油
化
学
製
品
の
基
礎
原

料
と
な
る
エ
チ
レ
ン
の
２
０

１
１
年
の
国
内
生
産
は
前
年

比
４
・
７
％
減
の
６
６
９
万

２
０
０

だ
っ
た
。
暦
年
の

生
産
量
が
６
７
０
万

を
下

回
る
の
は

年
以
来
、

年

ぶ
り
。
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
一
部
の
生
産
設
備
の
稼
働

停
止
、
世
界
的
な
景
気
低
迷

に
よ
る
輸
出
減
に
加
え
、
急

激
な
円
高
や
原
燃
料
価
格
の

高
騰
で
海
外
製
品
と
の
価
格

差
が
生
じ
輸
入
が
増
加
し
た

の
が
要
因
だ
。

　
中
国
や
中
東
で
は
最
新
設

備
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
コ
ス

ト
競
争
力
に
優
れ
た
汎
用
化

学
品
の
生
産
を
拡
大
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
内
産

の
輸
出
が
低
迷
。

年
の
国

内
生
産
量
は
５
０
０
万

ま

で
減
る
見
通
し
で
、
国
内
全

体
で
７
２
２
万

の
年
産
能

力
を
持
つ
エ
チ
レ
ン
製
造
設

備
の
再
編
が
必
須
だ
。

　
こ
の
た
め
、
岡
山
県
倉
敷

市
の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で

は
三
菱
化
学
と
旭
化
成
ケ
ミ

カ
ル
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
エ

チ
レ
ン
製
造
設
備
を
１
基
に

集
約
す
る
作
業
を
迅
速
に
行

う
た
め
の
準
備
を

年
に
も

始
め
る
。

　
三
菱
化
学
の
エ
チ
レ
ン
製

造
設
備
と
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル

ズ
の
誘
導
品

エ
チ
レ
ン
か

ら
作
る
化
学
品

製
造
設
備

を
つ
な
ぐ
準
備
を
始
め
る
ほ

か
、
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の

エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
と
三
菱

化
学
の
誘
導
品
製
造
設
備
も

連
結
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

通
常
２
年
か
か
る
１
基
化
に

向
け
た
工
期
短
縮
に
つ
な
げ

る
。
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の

エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
で
生
産

さ
れ
る
芳
香
族
系
原
料
を
三

菱
化
学
の
抽
出
装
置
に
運

び
、
抽
出
し
た
ベ
ン
ゼ
ン
を

旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
に
供
給

す
る
連
携
も
水
島
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
で
今
月
に
始
ま
っ
た
。

　
三
井
化
学
は

年
に
千
葉

県
市
原
市
に
あ
る
市
原
工
場

の
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
と
隣

接
す
る
出
光
興
産
の
エ
チ
レ

ン
製
造
設
備
を
パ
イ
プ
で
連

結
し
、
エ
チ
レ
ン
な
ど
を
相

互
融
通
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、
稼
働
率

％
程

度
で
も
採
算
を
得
ら
れ
る
生

産
体
制
に
す
る
。

　
７
重
苦
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
化
学
各
社
が
注
力
す
る

の
が
ア
ジ
ア
・
中
東
を
中
心

と
し
た
世
界
展
開
だ
。
中
東

の
安
い
原
燃
料
を
使
っ
た
製

造
拠
点
を
新
設
す
る
と
と
も

に
ア
ジ
ア
の
市
場
拡
大
を
取

り
込
む
狙
い
が
あ
る
。

　
住
友
化
学
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
石
油
精
製
最
大
手
サ

ウ
ジ
・
ア
ラ
ム
コ
と
進
め
る

石
油
精
製
・
石
油
化
学
製
造

拠
点
「
ペ
ト
ロ
・
ラ
ー
ビ

グ
」
の
第
１
期
設
備
が
フ
ル

稼
働
を
始
め
た
。
第
２
期
計

画
も
企
業
化
調
査
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い
る
。

　
三
井
化
学
は
自
動
車
用
シ

ー
ト
な
ど
に
使
う
ポ
リ
ウ
レ

タ
ン
原
料
の
製
造
技
術
ラ
イ

セ
ン
ス
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

基
礎
産
業
公
社

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｃ

に
供
与
す
る
。
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
で

年
に
年

万

級
の
生
産
拠
点
を
稼
働
予

定
。
プ
ラ
ン
ト
基
本
設
計
後

の

年
度
に
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と

の
合
弁
事
業
参
画
に
向
け
た

最
終
案
を
決
め
る
。

　
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
も
同
国
で

ア
ク
リ
ル
樹
脂
原
料
の
メ
タ

ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

Ｍ
Ｍ

Ａ

モ
ノ
マ
ー
と
ア
ク
リ
ル

樹
脂
成
形
材
料

Ｐ
Ｍ
Ｍ

Ａ

の
生
産
合
弁
会
社
を
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
設
立
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。
年
産
能
力
は

Ｍ
Ｍ
Ａ
モ
ノ
マ
ー
が

万

、
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
が
同
４
万

。

年
末
の
稼
働
を
目
指

す
。

　
ア
ジ
ア
で
は
市
場
拡
大
で

需
要
増
が
見
込
め
る
自
動
車

・
電
機
部
品
に
使
う
化
学
品

の
生
産
増
強
が
進
む
。
中
で

も
、
ア
ジ
ア
の
自
動
車
生
産

増
に
伴
い
、
タ
イ
ヤ
原
料
の

合
成
ゴ
ム
の
生
産
拡
大
が
相

次
ぐ
。
住
友
化
学
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ジ
ュ
ロ
ン
島
に
約

１
０
０
億
円
を
投
じ
て
溶
液

重
合
法
ス
チ
レ
ン
ブ
タ
ジ
エ

ン
ゴ
ム

Ｓ
―
Ｓ
Ｂ
Ｒ

製

造
設
備

年
産
４
万

を

新
設
し
、

年

―

月
期

に
稼
働
さ
せ
る
。

　
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
も
ジ

ュ
ロ
ン
島
に
最
大
３
０
０
億

円
を
投
じ
て
年
産

万

の

Ｓ
―
Ｓ
Ｂ
Ｒ
製
造
設
備
を
新

設
す
る
。
同
社
の

年
度
の

Ｓ
―
Ｓ
Ｂ
Ｒ
生
産
能
力
は

年
度
比
約
３
倍
の
約

万

に
増
え
る
。
日
本
ゼ
オ
ン
も

同
島
で

年
に
年
産
能
力
３

万
―
４
万

の
Ｓ
―
Ｓ
Ｂ
Ｒ

製
造
設
備
を
新
設
す
る
。
宇

部
興
産
も

年
度
に
自
動
車

用
タ
イ
ヤ
向
け
合
成
ゴ
ム
、

ポ
リ
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム

Ｂ

Ｒ

の
製
造
拠
点
を
タ
イ
に

新
設
す
る
検
討
が
大
詰
め
を

迎
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
旭
化
成
ケ
ミ

カ
ル
ズ
は
自
動
車
・
家
電
部

品
の
原
料
と
な
る
ア
ク
リ
ロ

ニ
ト
リ
ル
の
生
産
能
力
を
ア

ジ
ア
で
増
強
し
、

年
に
１

４
０
万

と

年
比
で
倍
増

さ
せ
る
。
住
友
化
学
は
韓
国

で
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

用
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能

携
帯
電
話

向
け
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
工
場
を
新
設
。
三
菱
化

学
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
普
及
で
需
要
増
が
見
込
め

る
Ｌ
Ｉ
Ｂ
主
要
部
材
の
生
産

を
中
国
で
増
強
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
動
車
・
電
機
部

品
原
料
の
化
学
品
の
ア
ジ
ア

生
産
拡
大
が
今
後
も
続
く
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。


